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研究成果の概要（和文）：本研究の実施期間中、研究代表者は国連食糧農業機関(FAO)のローマ本部で客員研究
員として1年間を過ごし、イタリアを始め日本、フィリピンで現地調査を実施した。2020年からはコロナ禍の影
響を受け、国内外の調査や学会の延期・中止に直面したため、実施期間を2年間延長し、最終的には主に以下の
成果をあげることができた：学術論文18本(うち国際誌2本、英文7本、単著13本)、書籍24冊(うち英文2冊、仏文
1冊、学術書8冊)、学会・シンポジウム発表40回(うち国際学会・シンポジウム発表18回)。これにより、日本、
EU、フィリピンにおける地理的表示制度、世界農業遺産等に関する新たな知見を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：During the implementation of this research, I spent one year as a visiting 
fellow at the Rome headquarters of the Food and Agriculture Organization of the United Nations 
FAO), and conducted field surveys in Italy, Japan, and the Philippines. Since 2020, the COVID-19 
pandemic has caused the postponement and cancellation of domestic and international field surveys 
and conferences. Therefore, the implementation period has been extended for two years. The main 
outcomes have ultimately been as follows: 18 academic papers (including 2 in international journals,
 7 in English, and 13 single authored papers), 24 books (including 2 in English, 1 in French, and 8 
academic books), and 40 presentations at academic conferences and symposia (including 18 
presentations at international conferences and symposia).The research project provided the new 
insights on the geographical indication systems in Japan, the EU, and the Philippines, and Globally 
Important Agricultural Heritage Systems, among others.

研究分野： 農業経済学

キーワード： 食農ラベリング制度　地理的表示制度　世界農業遺産　世界文化遺産　サステナビリティ　小規模・家
族農業　アグロエコロジー　農業政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
【学術的意義】日本、イタリア、フィリピンの地理的表示制度や世界農業遺産等の食農ラベリング制度の事例を
調査・比較しながら、これらの制度の可能性だけでなく、限界や課題についても批判的に評価を行った点が本研
究の学術的貢献である。さらに、人類史的課題になっているサステナビリティの視点から小規模・家族農業やア
グロエコロジー等についても研究を拡張したため、今後の農業政策を展望する上で重要な視座を得ることができ
た。
【社会的意義】本研究のアウトリーチとして、実社会で論争になっている八丁味噌の地理的表示登録をめぐる議
論、農業政策における多様な担い手論、およびサステナビリティに関する議論等に重要な視座を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の計画を申請した 2017 年当時、国際社会では国連で持続可能な開発目標(SDGs)が採
択され(2015 年)、新自由主義的グローバリゼーションに対するオルタナティブ(代替案)を模索す
る各国・地域および主体の動きが食と農の分野においても活発化していた。本研究では、こうし
た取り組みを支援する制度的枠組みとして当時から注目されていた食農ラベリング制度(地理的
表示制度、世界農業遺産、食の世界無形文化遺産)を取り上げ、国際比較研究の対象とした。日
本では、2015 年に地理的表示法が制定され、2011 年以降、世界農業遺産の認定を受ける地域が
増加しており、2013 年には和食が世界無形文化遺産に登録されていた。本研究では、日本、フ
ィリピン、イタリア、およびフランスの事例を比較しながら、調査研究を実施する計画を立てた。 
 
２．研究の目的 

急速に進む市場のグローバル化と農村の構造変動の中で、小規模な家族農業やその伝統的農
法、農村の景観、在来品種、食文化の継承が危ぶまれている。持続可能な食料生産・農村経済の
発展を目指して制度設計された食農ラベリング制度(地理的表示制度、世界農業遺産、食の世界
無形文化遺産)は、こうした危機の打開に貢献できるだろうか。本研究は、持続可能な開発目標
(SDGs)の達成に向けた食農ラベリング制度の可能性と課題、課題の調整メカニズムを明らかに
することを目的とする。調査研究に当たっては、地域農業における小規模・家族農業と大規模・
企業的農業の二重構造に着目して分析を行う。 
 
３．研究の方法 
 2018 年度は、研究代表者が国際連合食糧農業機関(FAO)ローマ本部の客員研究員としてイタリ
アに滞在し、資料収集、先行研究および統計データの整理、FAO、国際連合教育科学文化機関
(UNESCO)等の専門家に対する専門家インタビューを実施した。また、イタリアにおける地理的表
示制度、スローフード協会のプレシディオ認証、山地ラベルの制度とその事例地域に関する調査
を実施した(表 1)。 
 2019 年度は帰国し、日本の地理的表示制度に関する調査を行うとともに、フィリピンの地理
的表示制度、世界農業遺産、および世界無形文化遺産であるルソン島北部の先住民居住地イフガ
オの棚田地域で調査を実施するとともに、関係行政機関および国連事務所で聞き取りを行った。
また、国内では徳島県で世界農業遺産に登録されている「にし阿波傾斜地農耕システム」の調査
を実施した。 
2020 年から 2021 年はコロナ禍で国内外の調査を実施することができず、国内外の学会・研究

集会も中止や延期になったため、調査対象事例および研究計画を一部変更した。コロナ禍の間は
オンライン会議ツールを活用してフランスやブラジル等における有機給食に関する海外調査を
実施した。 
2022 年度から国際学会での研究発表を、2023 年度から国内の調査を再開し、主に北海道にお

ける小規模・家族経営の酪農におけるアニマルウェルフェア、放牧、JAS 有機認証等の研究を実
施した。 
 
表 1 本研究における事例一覧 

食農ラベリング制度 国 対象 

地理的表示制度(GI) 日本 
フィリピン 
イタリア 

西尾の抹茶、八丁味噌、くまもとあか牛 
フィリピン・コルディリェーラの伝統米 
アグロ・サルネーゼ・ノチェリーノ産のサンマル
ツァーノ・トマト、パルミジャーノ・レッジャー
ノ(チーズ)、モルタデッラ・ボローニャ(ソーセ
ージ)、ファジョーリ・ディ・ソラナ(インゲン豆) 

世界農業遺産(GIAHS) 日本 
フィリピン 

にし阿波傾斜地農耕システム 
イフガオの棚田 

食の世界無形文化遺産 フィリピン コルディリェーラの棚田群 

その他 
 プレシディオ 
 
 
 
 山地ラベル 
 
 アニマルウェルフェア 
 放牧畜産基準認証 
 JAS 有機認証 

 
イタリア 
 
 
 
FAO・EU・イタ
リア 
日本 
日本 
日本 

 
ナポリの伝統的トマト品種、パルミジャーノ・レ
ッジャーノ(ホワイト・モデネーゼ種、チーズ)、
モルタデッラ・ボローニャ(ソーセージ)、ファジ
ョーリ・ディ・ソラナ(インゲン豆) 
パルミジャーノ・レッジャーノ(チーズ) 
 
北海道の牛乳・乳製品 

同上 
同上 



 有機給食 日本、アメリ
カ、ブラジル、
フランス、韓
国 

各国・地域(自治体)の有機農産物・食品の公共調
達制度 

 
 
４．研究成果 
 6 年間の国際比較研究を通じて、本研究では持続可能な食と農のあり方に貢献するように設計
されたはずの食農ラベリング制度であっても、制度設計を行う主体(Regulator)、媒介・実施主
体(Intermediary)、および認証の対象主体(Target)の間で制度の「翻訳」(Translation)が生じ
ることが多々あり、当初の目標とは異なる結果が生まれる可能性があることを実証した(Sekine 
2021; 2022)。この「翻訳」が生じる場合、そこには国家(Intermediary)の政策や政府の政治的
イデオロギー、多国籍企業・大企業等の影響力、近代的農業政策や産業政策、およびそれらを支
える効率性の評価指標等が介在していることが明らかになった(関根 2024)。これらの傾向は、
地理的表示制度、世界農業遺産、世界文化遺産の認証において認めることができた。 
 他方で、食農ラベリング制度が陥りがちな上記の「翻訳」に伴う弊害を抑制、あるいは脱する
ために、スローフード協会によるプレシディオ認証、山地ラベル、アニマルウェルフェア、放牧
畜産基準認証、JAS 有機認証、有機給食(公共調達)等の取り組みが各国・地域で展開しているこ
とも本研究から明らかになった(Bonanno et al. 2019; 関根 2020; 2021; 2022; 2023)。すな
わち、食農ラベリング制度がアプリオリに持続可能な食と農や小規模・家族農業、中小零細規模
の食品事業者やその伝統的農法、農村の景観、在来品種、食文化等の継承に帰結するわけではな
く、そこに介在する権力構造や対立軸を見極め、不断に制度の点検・評価と見直しを実施する必
要がある。換言すれば、農と食の民主主義が問われている。 
 食農ラベリング制度の課題の調整メカニズムは、ときに市民社会団体等によるオルタナティ
ブな認証制度(プレシディオ認証、アニマルウェルフェア認証、放牧畜産基準認証)、および既存
の食農ラベリング制度を補完・強化する認証制度(山地ラベル、有機認証)等によって調整される
だけでなく、八丁味噌の地理的表示登録をめぐる問題のように、ときに司法による調整を必要と
する(Bonanno et al. 2019; 関根 2020; 2021; 2022; 2023; 2024)。しかし、これらの調整は
持続可能な食と農のあり方に帰結することを保障していないこともまた、本研究から明らかに
なった。 
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